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はじめに 
Grapevine red blotch diseaseは2008年にアメリカ合衆国カリフォルニア州のヨーロッパブドウ

で初めて発生が確認され、その後病原体としてGrapevine red blotch virus（GRBV）が正式に報告

された（Yepes et al., 2018）。GRBVは2015年にカナダ、2016年に大韓民国、2019年にアルゼン

チン、インド及びメキシコで発見され（CABI, 2021）、近年発生報告が相次いでいる。 
GRBVは、ブドウ属（Vitis spp.）に感染し、熟期の遅延や果実の品質低下をもたらすことが知ら

れている。経済的被害は１ヘクタール当たり2,213～68,548ドルと推定されており、GRBVが広く

発生しているアメリカ合衆国では、ワイン産業にとって大きな脅威となっている。また、接ぎ木伝

染し、一度侵入すると防除は困難となる他、ベクターによる伝搬も報告されている。 
日本においては、GRBVの主要な宿主植物であるブドウが全国で栽培されていることから、GRBV

が侵入した場合に経済的な被害が想定される。なお、GRBVは「まん延した場合に有用な植物に損

害を与えるおそれがないことが確認されていないものとして農林水産大臣が指定する有害植物」に

該当し、輸入検査で発見された場合、廃棄となる（農林省, 1950a; 農林省, 1950b; 農林水産省, 2011）。 
このため、GRBVに対するリスク評価を実施し、GRBVの植物検疫上の位置づけを明らかにする

とともに、適切な検疫措置を検討するため、病害虫リスクアナリシスを実施した。 
 
Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害植物） 

１．学名及び分類 
（１）学名（ICTV, 2020） 

Grapevine red blotch virus（GRBV） 
 
（２）英名、和名等 

情報なし。 
 
（３）分類（ICTV, 2020） 

種類：ウイルス 
科：Geminiviridae 
属：Grablovirus 

 
（４）シノニム（CABI, 2021; Sudarshana and Fuchs, 2015） 

Grapevine cabernet franc-associated virus 
Grapevine red blotch-associated virus 

 
（５）系統等 

GRBVは分子系統学的に２つのクレードに分けられるが、遺伝的差異の生物学的意義は不明

である（CABI, 2021）。 
 

２．地理的分布 
（１）国又は地域（詳細は別紙１参照） 

アジア：インド、大韓民国 
北米：アメリカ合衆国、カナダ 
中南米：アルゼンチン、メキシコ 

 
※ スイスでは 2014 年から 2016 年にブドウの主要生産地から採取されたサンプル、試験
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研究用コレクションのサンプルについて GRBV の有無を調査した結果、スイス産サンプ

ルから GRBV は検出されず、アメリカ合衆国産の試験研究用サンプルからのみ検出され

たとの報告がある。また、イタリアでは試験研究用コレクションとして保有していた2004
年から 2018 年にイタリア北部で採取された台木等を含むサンプルの核酸抽出物について

調査した結果、アメリカ合衆国産の品種を含む２品種からGRBVが検出されたが、商用品

種からは検出されず、イタリア北部の商用園地では未発生であると報告されている

（Bertazzon et al., 2021; EPPO, 2019; EPPO, 2021; Reynard et al., 2018）。 
 
（２）生物地理区 

GRBVは、旧北区、新北区、東洋区及び新熱帯区の４区に分布する。 
 

３．宿主植物及びその日本国内での分布 
（１）宿主植物（詳細は別紙２参照） 

ブドウ科：マンシュウヤマブドウ（Vitis amurensis）、ヨーロッパブドウ（V. vinifera）、ブド

ウ属の一種（V. aestivalis, V. biformis, V. blancoii, V. bloodworthiana, V. californica x V. 
vinifera, V. monticola, V. nesbittiana ）、ブドウ属（Vitis spp.） 

 
※ キイチゴ属の一種（Rubus armeniacus）からもGRBV が検出されているが、植物内で

増殖しないため、宿主植物とみなされてはいない（Bahder and Zalom, 2016）。 
 
（２）日本国内における宿主植物の分布及び栽培状況 

GRBVの宿主植物であるブドウ属は、47都道府県で栽培されている。 
 
４．感染部位及びその症状 

GRBVの感染部位は、植物全体である。 
ヨーロッパブドウにGRBVが感染すると、赤系品種の場合は、最初、新梢の基部の葉において、

葉脈間又は葉の辺縁部から広がる形で不整形な赤いあざのような病斑が現れる。また、葉脈の一

部又は全てが赤く変色する。時には、葉脈に囲まれた部分が赤く変色し、ブドウ葉巻病（grapevine 
leafroll disease）に似た症状になることもあるが、葉巻病と異なり葉の辺縁部が下方に巻かない。

若木及び成木に関わらず症状が見られる。白系品種の場合は、赤系品種よりも症状が目立たない

が、葉に不整形な退緑斑が現れ、やがて壊死する。症状の進展度や発現度は品種や園地の所在地、

生育時期によって差異がある。 
果実においては熟期の遅延、果皮のアントシアニン量の低下、果汁の化学的組成の変質（糖度

の低下や酸味の増加等）をもたらす。また、接ぎ木異常（接木不親和性等）を引き起こすことも

知られている（CABI, 2020; EPPO, 2015; Martelli, 2014; Sudarshana and Fuchs, 2015）。 
なお、ヨーロッパブドウにおいて、無病徴感染の事例もある（Marwal et al., 2019）。 

 
５．移動分散方法 

（１）自然分散 
ベクターによって伝搬されると考えられている。温室内においてツノゼミ科の一種

（Spissistilus festinus、日本未発生）による伝搬の報告があり、園地においてトラップされた本

種からGRBVが検出されている。また、他の昆虫がベクターとなっている可能性も示唆されて

いる（Cieniewicz et al., 2018）。 
ブドウ属の野生種（V. aestivalis等）、野生交雑種（V. californica x V. vinifera）及びキイチゴ



3 

属の一種（Rubus armeniacus）からもGRBV が検出されており、これらの植物を介してベク

ターがGRBVを伝搬する可能性もある（Bahder and Zalom, 2016; Thompson et al., 2018）。 
なお、花粉伝搬や線虫のような土壌伝染性のベクターによる伝搬はしないと考えられている

（Bahder and Zalom, 2016）。 
 
（２）人為分散 

接ぎ木伝染するため、感染した苗木や穂木の移動によって分散する。種子伝染はしない（CABI, 
2021）。 

 

６．生態 
（１）中間宿主及びその必要性 

情報なし。 
 
（２）伝染環 

情報なし。 
 
（３）植物残さ中での生存 

情報なし。 
 
（４）耐久生存態 

情報なし。 
 

７．媒介性又は被媒介性 
ベクターによる伝搬が示唆されている。温室内におけるツノゼミ科の一種（S. festinus）による

伝搬の報告があり、園地においてトラップされた本種からGRBVが検出されている（Cieniewicz 
et al., 2018）。ただし、本種が繁殖を行うのはマメ科植物であるため、園地外で越冬した後、被覆

植物（又はマメ科雑草）で繁殖を行い、被覆植物が枯死あるいは耕起により消失すると、ブドウ

属を吸汁すると考えられる（Cieniewicz et al., 2019）。 
また、同じく温室内においてヨコバイ科の一種（Erythroneura ziczac、日本未発生）による伝

搬の報告もあるが（Poojari et al., 2013）、その後別の論文で否定されている（Bahder et al., 2016; 
Cieniewicz et al., 2018）。 

 

８．被害の程度 

GRBVによるブドウ属の樹勢や収量への影響は明らかになっていないが、北米においては深刻

な損害をもたらすと考えられている。例えば、アメリカ合衆国カリフォルニア州ナパバレーのヨ

ーロッパブドウの園地における経済的損失は、初期の感染率により幅はあるものの、品質基準に

達しなかった果実の損害額は、１ヘクタール当たり2,213～68,548ドルと推定されている。また、

カリフォルニア州の感染園地では、病害の発生が毎年１～２％増加することが報告されている。

加えて、GRBV に感染した園地は生産性が低下することから、広くまん延した地域においては、

廃園となり、想定以上の損失が考えられる。2010年初頭にアメリカ合衆国でブドウの繁殖用苗に

GRBVが広範囲に発生した際には、苗木業者はウイルスの感染の有無について試験を行い、感染

のない健全な木を用いて園地を新設した事例もある（CABI, 2021; Ricketts et al., 2017; 
Sudarshana and Fuchs, 2015）。 
近年では、GRBVの感染が果汁の化学的組成の変質（糖度の低下や酸味の増加等）をもたらす
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ことから、最終産物であるワインの品質に影響を与える可能性があることが報告されている

（Girardello et al., 2020） 
 
９．防除 

GRBVの感染植物は速やかに除去し、感染植物から採取した苗木及び穂木の移動を避ける

（CABI, 2021）。なお、ベクターと考えられているツノゼミ科の一種（S. festinus）はブドウが

好適な寄主植物ではなく、ブドウではコロニーを形成しないことから、本種を薬剤により防除す

る手法は、効果的でないとされている（Cieniewicz et al., 2019）。 
 
１０．診断、検出及び同定 

GRBVは、葉巻病を始めとする他の病原体による症状や、生理障害の症状と酷似している等

の理由から、症状観察による診断は困難である。そのため、遺伝子学的手法による診断が推奨さ

れており、特異的プライマーを用いたPCR法、リアルタイムPCR法又はLAMP法による検出

が可能である（CABI, 2020; Rwahnih et al., 2013; Setiono and Chatterjee, 2018）。無病徴感染の

報告があるインドでは、無病徴のブドウ葉からPCR法によりGRBVを検出している（Marwal 
et al., 2019）。また、GRBVを対象とした簡易検出キットが販売されている（agdia, 2021）。 

 
１１．日本における輸入検疫措置 

GRBVは、「まん延した場合に有用な植物に損害を与えるおそれがないことが確認されていな

い有害動物」に該当し、輸入検査で発見された場合は、廃棄となる（農林省, 1950a; 農林省, 
1950b; 農林水産省, 2011）。 
なお、栽植用ブドウ属植物については、隔離栽培運用基準（農林省, 1968）に基づき隔離栽培

中の検査を実施しており、必要に応じてGRBVを対象とした検定（PCR法）を行っている。 
 

１２．諸外国における輸入検疫措置 
ニュージーランドは、ブドウ属植物を隔離栽培中の検査対象としており、GRBVに対して

PCR検定を実施している（NZ MPI, 2016; NZ MPI, 2021）。 
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Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果 
第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Grapevine red blotch virus（GRBV）に対するリスク評価を行い、植物検疫上の位置づけを明

らかにするとともに、適切な検疫措置を検討するため、病害虫リスクアナリシスを実施する。 
 
２．対象となる有害動植物 

Grapevine red blotch virus（GRBV）を対象とする。 
 
３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．宿主植物及びその日本国内での分布」に示す「宿主植物」であって、「４．感染部位及

びその症状」に示す「感染部位」を含む植物を対象とする。 
 
４．対象となる地域 

日本全域を対象とする。 
 
５．開始の結論 

GRBVを開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする

病害虫リスクアナリシスを開始する。 
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第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の可能性並びに経済的影響を及ぼす可能性について調査し、検疫有害動植物の定義の要

件を満たしているかどうかを検討する。なお、検疫有害動植物の要件を満たしていない場合は、

それが判明した時点で評価を中止し病害虫のリスクは「無視できる」とする。 
（１）有害動植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

Grapevine red blotch virus（GRBV）は、国内未発生である。 
 
（２）定着及びまん延の可能性の評価 

GRBV の宿主植物であるブドウ属は 47 都道府県で栽培されていることから、定着及びまん

延する可能性があると判断する。 
 
（３）経済的影響を及ぼす可能性 

GRBVの発生国での経済的被害は、１ヘクタール当たり2,213～68,548ドルと推定されてい

る。 
したがって、GRBVは国内未発生であるが、もし、GRBVが国内に入り込み、定着及びまん

延した場合、経済的影響を及ぼす可能性がある。 
 
（４）評価にあたっての不確実性 

特にない。 
 
（５）有害動植物の類別の結論 

GRBVの宿主植物であるブドウ属は国内で広く栽培されており、GRBVが国内に入り込

み、定着及びまん延した場合、経済的影響を及ぼす可能性は否定できない。 
したがって、GRBVは、植物検疫措置に関する国際基準（以下「国際基準」という。）No. 

11「検疫有害動植物に関する病害虫リスクアナリシス」に規定された検疫有害動植物の要件

を満たすことから、GRBVに対するリスクアナリシスを実施するため、引き続き「２．農業

生産等への影響の評価」で評価を行う。 
 
２．農業生産等への影響の評価 
（１）定着の可能性の評価 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 
（ア）潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

GRBVの宿主植物であるブドウ属は多年生であることから、感染部位が周年で存在する。

よって、いったん侵入すれば、生活環を維持できると考える。 
（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間宿主の利用可能性 

中間宿主が必須との情報は得られていないため評価しない。 
（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略 

GRBVは有害植物であるため、評価基準に基づき５点と評価した。 
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イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適

性 
（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

GRBV の宿主植物であるブドウ属は 47 都道府県で栽培されていることから、評価基準

に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の寄主又は宿主範囲の広さ 

GRBVが宿主とする植物の科は、ブドウ科のみが知られている。 
（ウ）有害動植物の侵入歴 

GRBVは旧北区、新北区、東洋区及び新熱帯区の４区に分布する。よって、評価基準に

基づき４点と評価した。 
 

ウ 定着の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の4.7点となった。 

 
（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散（自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散） 
（ア）ベクター以外による伝搬 

ａ 移動距離 
GRBVはベクター以外による自然分散に関する情報はないため評価しない。 

ｂ 伝染環数 
GRBVはベクター以外による自然分散に関する情報はないため評価しない。 

（イ）ベクターによる伝搬 
ａ ベクターの移動距離 

GRBV は、ツノゼミ科の一種（S. festinus）によって伝搬すると考えられているが、

本種は日本未発生であるため評価しない。 
ｂ 伝搬様式 

GRBV は、ツノゼミ科の一種（S. festinus）によって伝搬すると考えられているが、

本種は日本未発生であるため評価しない。 
 

イ 人為分散 
（ア）農作物を介した分散 

GRBV の宿主植物であるブドウ属は 47 都道府県で栽培されている。よって、評価基準

に基づき５点と評価した。 
（イ）非農作物を介した分散 

非農作物を介した分散については知られていない。よって、評価しない。 
 

ウ まん延の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、まん延の可能性の評価点は５点満点中の５点となった。 

 
（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 
（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 

GRBV の宿主植物であるブドウ属の産出額の合計は 1016.0 億円となる。よって、評価
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基準に基づき３点と評価した。 
（イ）生産への影響 

GRBVの宿主植物であるブドウ属は、生産農業所得統計の対象植物であるとともに、永

年性作物である。また、GRBVに感染すると、明確な経済的被害の報告があり、防除手段

として除去が含まれる。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（ウ）防除の困難さ 

GRBVに対する公的防除の情報は得られなかった。 
（エ）直接的影響の評価結果 

上記２項目の評価点の積は 15 点となり、評価基準に基づき直接的影響の評価点は３点

となった。 
 

イ 間接的影響 
（ア）農作物の政策上の重要性 

ブドウは、農業保険法及び同法施行令並びに果樹農業振興特別措置法施行令で定める果

樹に該当する。よって、評価基準に基づき１点と評価した。 
（イ）輸出への影響 

GRBVの発生により宿主植物に対し輸入禁止等の制限をしている国の情報はない。よっ

て評価しない。 
 

ウ 経済的重要性の評価結果 
直接的影響の評価結果の得点と間接的影響の得点の和から、経済的重要性の評価点は４点

となった。 

 
（４）評価における不確実性 

特になし。 
 

（５）農業生産等への影響評価の結論（病害虫固有のリスク） 
定着及びまん延の可能性並びに経済的重要性の３項目の評価点の積は93.3点となり、

GRBVの農業生産等への影響の評価を「高い」と結論付けた。 

 
３．入り込みの可能性の評価 

項目 評価における判断の根拠等 

（１）感染部位 植物全体 

（２）国内に入り込む可能

性のある経路 

経路は〔栽植用植物〕及び〔消費用生植物〕と考えられる。 

用途 部位 経路となる可能性 

ア 栽植用植物 植物全体 ○ 

イ 消費用生植物 植物全体 ○ 

（３）宿主植物の輸入検査量 別紙３参照 
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（４）入り込みの可能性の評価 
ア 栽植用植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

ウイルス等の有害植物に感染している栽植用植物は、当該有害植物が通常輸送中問題な

く生き残る可能性が高い。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

ウイルス類等の有害植物は目視では確認できない。よって、評価基準に基づき５点と評

価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

栽植用植物は、直接栽培施設、ほ場等へ持ち込まれる。よって、評価基準に基づき５点

と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

栽植用植物は、栽植用として利用されることで入り込みが完了することから、評価基準

に基づき５点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
 

栽植用植物の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は５点であり、GRBVの栽植用植物を経路とした場

合の入り込みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 

 
イ 消費用生植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地でGRBVの生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、評価

基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

ウイルス等の有害植物は目視では確認できない。よって、評価基準に基づき５点と評価

した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

宿主植物であるブドウ属は 47 都道府県に分布している。よって、評価基準に基づき４

点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

GRBVに感染した宿主植物が輸入された場合、消費用生植物は通常栽培地ではなく、消

費地へ運ばれる。また、GRBVのベクターは国内未発生であるため、GRBVが消費用生植

物から自然分散する可能性は無視できる。よって、評価中止とした。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
 

消費用生植物の入り込みの可能性の評価の結論 
GRBVの消費用生植物を経路とした場合の入り込みの可能性の評価を「無視できる」と

結論付けた。 
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４．GRBVの病害虫リスク評価の結論 
GRBVは検疫有害植物であり、栽植用植物を経路として入り込み、農業生産等へ影響を及ぼす

可能性があると評価した。 
農業生産等への影響評価の結論 

（病害虫固有のリスク） 
入り込みの可能性の評価 病害虫リスク評価の

結論 用途 結論 

高い 
ア 栽植用植物 高い 高い 

イ 消費用生植物 無視できる 無視できる 
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第３ 病害虫リスク管理（ステージ３） 

病害虫リスク評価の結果、Grapevine red blotch virus（GRBV）はリスク管理措置が必要な検疫

有害植物であると判断されたことから、ステージ３において、発生国からの宿主植物の輸入に伴

うGRBVの入り込みのリスクを低減するための適切な管理措置について検討する。 
 
１． GRBVに対するリスク管理措置の選択肢の検討 

選択肢 方法 有効性及び実行可能性の検討 実施主体 
（時期） 有効性 実行 

可能性 

①病害虫無

発生の地

域、生産地

又は生産

用地の設

定及び維

持 

国際基準 No. 
4 又はNo. 10
に基づき設定

及び維持す

る。 

〔有効性〕 
 国際基準に基づき輸出国植

物防疫機関が設定、管理及び

維持する病害虫無発生の地

域、生産地又は生産用地であ

って、ベクターの管理ができ

れば、有効である。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切に管理

されること（ベクターの管理

を含む。）が必要であるが、実

行可能と考えられる。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 

○ 

 

○ 

②システム

ズアプロ

ーチ 

国際基準 No. 
14 に基づき

実施する。 

複数の管理措置の組合せであ

るシステムズアプローチの有

効性及び実行可能性について

は、具体的に提案される管理措

置の内容を検討する必要があ

る。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 
－ 

 
－ 

③栽培地検

査 

栽培期間中に

生育場所にお

いて植物の症

状等を観察す

る。 

〔有効性〕 
 栽培期間中に症状を明瞭に

現す場合は、有効である。 
 GRBVは、ヨーロッパブドウ

の赤系品種では葉脈間及び

辺縁部において、不整形な赤

色病斑を引き起こし、白系品

種では退緑斑及び壊死を引

き起こすことから有効であ

る。 
 しかし、ヨーロッパブドウに

おいて、無病徴感染の報告が

あるため、効果は限定的であ

る。 
 
〔実行可能性〕 

 
輸出国 

（栽培中） 

 
▽ 

 
○ 
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 輸出国において適切な検査

が行われることが必要であ

るが、実行可能と考えられ

る。 
④精密検定 血清学的診断

法、遺伝子診

断法等による

精密検定を実

施する。 

〔有効性〕 
 GRBVは、簡易同定キット及

び特異的プライマーを用い

た PCR 法等の遺伝子診断法

により検出が可能であるこ

とから有効である。 
 無病徴のブドウ葉からも

PCR 法により検出されてい

ることから有効である。 
 GRBV を対象とした簡易検

出キットが販売されている。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出入国において検定施設

を有するとともに、特異的な

プライマー及びポジティブ

コントロールが必要である

が、実行可能と考えられる。 

 
輸出国 

（輸出前） 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 
○ 
 
 
 
○ 

 
○ 
 
 
 
○ 

⑤検査証明

書への追

記 

輸出国での目

視検査の結

果、GRBV に

感染していな

いことを確認

し、その旨を

検査証明書に

追記する。 

〔有効性〕 
 輸出検査時に症状を明瞭に

現す場合は、有効である。 
 GRBVは、ヨーロッパブドウ

の赤系品種では葉脈間及び

辺縁部において、不整形な赤

色病斑を引き起こし、白系品

種では退緑斑及び壊死を引

き起こすことから有効であ

る。 
 しかし、ヨーロッパブドウに

おいて、無病徴感染の報告が

あるため、効果は限定的であ

る。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切な検査

が行われることが必要であ

るが、実行可能と考えられ

る。 

 
輸出国 

（輸出時） 

 
▽ 

 
○ 



13 

⑥輸出入検

査（目視検

査） 

植物の症状等

を確認する。 
〔有効性〕 

 輸出入検査時に症状を明瞭

に現す場合は、有効である。 
 GRBVは、ヨーロッパブドウ

の赤系品種では葉脈間及び

辺縁部において、不整形な赤

色病斑を引き起こし、白系品

種では退緑斑及び壊死を引

き起こすことから有効であ

る。 
 しかし、ヨーロッパブドウに

おいて、無病徴感染の報告が

あるため、効果は限定的であ

る。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出入国において通常実施

されている検査であり、実行

可能である。 

 
輸出国 

（輸出時） 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 
▽ 
 
 
 
▽ 

 
○ 
 
 
 
○ 

⑦隔離栽培

中の検査 

輸入後、国内

の施設におい

て一定期間栽

培し、生物検

定（感受性植

物への接種試

験）及び精密

検定を実施す

る。 

〔有効性〕 
 国内の施設等において一定

期間栽培し、症状確認及び精

密検定を組み合わせること

により、GRBVを確認できる

ため、有効である。 
 GRBV の検定法は確立され

ており、かつ全量を検査でき

るため、有効である。 
 
〔実行可能性〕 

 多年生植物は、隔離栽培中の

検査が実行可能である。 

 
輸入国 

（輸入後） 

 
○ 

（栽植用

植物） 
 

 
○ 

（栽植用

植物） 
 

有効性   ○：効果が高い 

▽：限定条件下で効果がある 

×：効果なし 

－：検討しない 

実行可能性 ○：実行可能 

▽：限定条件下で実行可能 

×：実行困難 

－：検討しない 
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２．経路ごとのGRBVに対するリスク管理措置の選択肢の検討 
（１）栽植用植物 

ア 検討結果 
病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）は、GRBVの入り

込みのリスクに対して有効な管理措置である。しかしながら、病害虫無発生地域等の設定及

び維持においては、GRBVのベクターに対する管理が必要である。また、病害虫無発生地域

等の設定及び維持は、宿主植物の栽培環境、病害虫管理等を含む各種要因に影響を受けるた

め、個別案件ごとに具体的な内容を輸出国植物防疫機関が示し、日本がその許諾を判断する

必要がある。 
精密検定（選択肢④）は、GRBVを検出するための簡易同定キットや特異的なプライマー

を用いたPCR法等の遺伝子診断法が報告されているため、栽培時又は輸出時若しくは輸入時

の精密検定は有効であり、実行可能である。 
隔離栽培中の検査（選択肢⑦）は、一定期間栽培することによりGRBVの症状を確認で

き、無病徴感染する場合においても、栽培期間中に精密検定を組み合わせることにより、

GRBVを検出することは可能であるため有効であり、多年生植物が対象となる場合は実行

可能である。 
 

イ リスク管理措置の特定 
栽植用植物に対する管理措置として、GRBVの入り込みのリスクを低減させることが可能

であり、かつ必要以上に貿易制限的でないことを考慮し、以下を特定した。なお、以下のい

ずれかの管理措置を実施する必要がある。 
 

○ 輸出国（輸出前）又は輸入国（輸入時）において、輸入植物検疫規程（農林省, 1950c）
別表第１の１項の規定に基づく検査量（全量）相当について、目視検査及びPCR法等によ

る精密検定を行い、GRBVに感染していないことを確認し、その旨を検査証明書に追記す

る。 
○ 輸入国（輸入後）において、全量を隔離栽培中の検査対象として、国内の施設等におい

て一定期間栽培し、GRBVに感染していないことを確認する。 
 
３．GRBVの病害虫リスク管理措置の結論 

経路ごとにリスク管理措置の選択肢を検討した結果、GRBVの入り込みのリスクを低減させる

効果があり、かつ必要以上に貿易制限的でないと判断した各経路の管理措置を以下にとりまとめ

た。 

経路（対象部位） 対象植物 リスク管理措置 

栽植用植物（種子

及び果実を除く。） 
ブドウ科：マンシュウヤマブドウ

（Vitis amurensis）、ヨーロッ

パブドウ（V. vinifera）、ブド

ウ属の一種（V. aestivalis, V. 
biformis, V. blancoii, V. 
bloodworthiana, V. californica x 
V. vinifera, V. monticola, V. 
nesbittiana ）、ブドウ属

（Vitis spp.） 

以下のいずれかの管理措置を実施。 
○ 輸出国（輸出前）又は輸入国（輸入時）

において、目視検査及びPCR法等によ

る精密検定を行い、GRBV に感染して

いないことを確認し、その旨を検査証

明書に追記する。 
○ 輸入国（輸入後）において、全量を隔

離栽培中の検査対象として、国内の施

設等において一定期間栽培し、GRBV
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に感染していないことを確認する。 

なお、輸出国から上記の管理措置以外の提案があった場合は、その内容を検討し、上記の管理

措置と同等のものであるかを判断する必要がある。 
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別紙１ 
 

Grapevine red blotch virusの発生国等の根拠 
 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

アジア    
インド 発生 CABI, 2021; Marwal et al., 2019  
大韓民国 発生 CABI, 2021; Lim et al., 2016  

北米    
アメリカ合衆国 発生 CABI, 2021; Sudarshana and Fuchs, 2015  
カナダ 発生 CABI, 2021; Sudarshana and Fuchs, 2015  

中南米    
アルゼンチン 発生 CABI, 2021; Luna et al., 2019  
メキシコ 発生 CABI, 2021; Gasperin-Bulbarela et al., 2018  
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別紙２ 
 

Grapevine red blotch virusの宿主植物の根拠 
 

 

科名 学名 シノニム 
和名 

英名 根拠文献 備考 
属名 種名 

ブドウ科

（Vitaceae） 
Vitis spp.  ブドウ属  grape CABI, 2021; Perry et al. 2016  

ブドウ科

（Vitaceae） 
Vitis aestivalis  ブドウ属   Thompson et al., 2018 野生種 

ブドウ科

（Vitaceae） 
Vitis amurensis  ブドウ属 マンシュウ

ヤマブドウ 
 Thompson et al., 2018  

ブドウ科

（Vitaceae） 
Vitis biformis  ブドウ属   Thompson et al., 2018 野生種 

ブドウ科

（Vitaceae） 
Vitis blancoii  ブドウ属   Thompson et al., 2018 野生種 

ブドウ科

（Vitaceae） 
Vitis bloodworthiana  ブドウ属   Thompson et al., 2018 野生種 

ブドウ科

（Vitaceae） 
Vitis californica x V. 
vinifera 

 ブドウ属   Bahder and Zalom, 2016; 
Perry et al. 2016 

野生交雑種 

ブドウ科

（Vitaceae） 
Vitis monticola  ブドウ属   Thompson et al., 2018 野生種 

ブドウ科

（Vitaceae） 
Vitis nesbittiana  ブドウ属   Thompson et al., 2018 野生種 

ブドウ科

（Vitaceae） 
Vitis vinifera  ブドウ属 ヨーロッパ

ブドウ 
European 
grape 

CABI, 2021; Sudarshana  and 
Fuchs, 2015; Yepes et al., 2018 
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別紙３ 
 

Grapevine red blotch virusの宿主植物に関連する経路の年間輸入検査量 
（貨物、郵便物及び携帯品） 

 
（１）栽植用植物 

単位（数量）：本 

植物名 生産国 
発

生

国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Vitis (ﾌﾞﾄﾞｳ属) ｲﾀﾘｱ  8 200 5 201 11 295 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ      26 130 

ｼﾞｮｰｼﾞｱ      4 100 

ｽｲｽ    1 70   

ﾆｭｰｼﾞｰﾗ

ﾝﾄ  ゙
 4 230 3 90 2 110 

ﾌﾗﾝｽ  1 120     

韓国 ○     1 20 

中国  1 150     

米国 ○     25 778 

Vitis (ﾌﾞﾄﾞｳ属 (地

上部)) 

韓国 ○     3 117 

米国 ○ 4 100     

Vitis vinifera(ﾖｰﾛ

ｯﾊﾟﾌﾞﾄﾞｳ) 

ｲﾀﾘｱ    2 50 1 100 

ｷﾞﾘｼｬ    3 70   

ｸﾛｱﾁｱ  5 100     

ﾄﾞｲﾂ    2 120 4 100 

ﾌﾗﾝｽ  3 249     

Vitis vinifera(ﾖｰﾛ

ｯﾊﾟﾌﾞﾄﾞｳ (地上部)) 
米国 ○     1 22 
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